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　第58回粘 1t科・学討論会 （福島大会） は．’
ド成26年 9JJ

24H 〔水 1 か ら27日（
．F．） の 4 日 間．福島 ll∫A ・0 ・Z （ア

オウ ゼ ） 〔MAX ふ くし ま 4 階）を講演会会場 と して 開

催 され ま した．従来 は 3 目間の 開催 で 行なわ れ て お りま

したが ，今回 の 討論会で は，企業向け セ ミナーや 公 開 ［li
民講 座 を討論会中 に 開催する こ と に し， 1 冂増 や して の

開 催 とな りま した．日程 を 増 や した こ と にIJ［［え，実 行委

員が 所属す る場所 〔つ くば ） と は離 れ た 福島で の 開催 と

な りました た め，通 常 と異 な り会 員 の 皆様に 多大 な ご協

力 を 頂 く形で の 開催 と なりました が．皆様 の ご 協力 の お

陰で 大 きな トラ ブ ル もな く終 rす る こ とが で き ま した．

まず は そ の こ とに つ きまして ，会員の 皆様 に 御礼を申 し

上げ ます．今回 の 討論会で は，口頭発表64件 （内，シ ン

ポ ジ ウム 講演 8 件、企 業向け セ ミ ナー3 件，提案型 セ ッ

シ ョ ン 9 件，公開市民講座 6A ：），ポ ス タ
ー

発表39件，

合 計105件 の 発 表 が 行 わ れ ま し た．討論会 へ の 参加登 録

者数 は 189名で ，内訳 は 正会員正25名 （内共f崔学会会員15
名）．学 生 会員32名 （内共催学会学生 会員 7 名），非会員

24名，招待 8 名で した．

　討 論 会 1 日 日は．12時 か ら受付 を 開始 し，13時 よ り多

目的 ホール に て 企 業向けセ ミナ
ーが 行わ れ ま した．企業

向けセ ミ ナ ーで は，「除染実務者 の た め の 粘 土 の 基礎知

識 と汚染土壌 の 処 理 ・処 分」 と い うテ
ー

マ に て 3 名 の 先

生方 に 講演を腆 きま した．68名が 参加 され ま した が，除

染実務者 だ けで な く，一
般 の 方 々 に も除染 の 実情や課題

をわ か りや す く解説 して くだ さい ま した．講演者 と講演

タ イ トル は 以 ドの とお りで す．「放射性物質 に 汚染 され

た 除 去 1壌 等 へ の 対処 に係 る 現 状 と課題 〜大 量 の 除去
．
卜

壌 に ど の よ うに 対処 して い くべ きか ？〜」： 大迫政浩氏

（国 、ン：環境研），「放射性物質除染 と廃棄物減容化 に お け

る 粘 ヒ鉱物 の 役 割 」： 八 田 珠 郎 会 員 〔国 際 農 研 ），

「2011，3，11か ら 3 年 半　
…

福 島 は 今
…

」 1 三 輪 晴 文氏

（（株）熊谷組 ），

　 企 業liljけ セ ミ ナー
終 ∫後に，多 H 的室 に て

’
ド成26年度

常務委員会が 開か れ．大活動室で は 第 5 回 若手研究 者研

究発表会 （通称 ： 才
’
“f．の 会）が 開催 さ れ ました．若手研

究者研究発表会に お い て も，講師を招 い て の 溝演 と ボ ス

ター発 表な ど活発 な 討論が な され ま した．

　討 、淪会 211 ［」，1刑場が 9H寺か らの た め 受付を 9 時 15分

か ら と致 して お り ま したが ，開場前 に 多 くの 方が 建 物入

り口 の エ レ ベ ー
タ
ー

前に て 待機 して 頂 くこ と に な っ て し

まい ま した．そ れ で も予 定通 り受付 を 開始 す る こ とが で

き，受付 で は ［MIIws久会長
・八 田 珠郎常務委員長に も要

旨集配 布 の 対 応 を して 頂 き ま した．9 時45分 か ら多 冂rl勺
ホー

ル お よび 大活動室の 2 会場 に て 口 頭発表が行 わ れま

した．今回 の 討論会で は，開 催地 に て 学 生や 契約職 員 の

ア ル バ イ トを依頼す る こ とが 不 Ilf能 で した た め，コ メ ン

テ
ー

タ
ー

（マ イ ク 係兼任） や ベ ル 係 も正会員の 方 々 に担

当 し て 腆 き，通 常 の 討論会で は 見 られ な い 状況 と な りま

したが，皆様の ご 協力の お陰で 問題な く進 め る こ とが で

企 業 向 けセ ミ ナ ー講演 ロ頭 発表
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69 鈴木 IIこ哉 ・万福裕造 ・小林 「 司 紺 上刊 γ：

きました，

　午後か らは．「放射能朽朱 と 今後 に 向けて 」とい うテ
ー

マ に て シ ン ポ ジ ウ ム が 同催 され ま した．福島で の 原発 拝

故 の よ る放射能汚柴の 状況と今後 の 対 イ に 向け て，8名

の 先生 ノiに、，趨寅を い た だ き，、1卍｝演終 ゴ後 の 総合 ，・J
’
ndで は

活発な1、’j　i：侖が な さ れ ま した．、1省演者と1娠夬 題 凵 は 以 ドの

と お りで す．「除染研究 に 対す る 粘 izか らの 取 り組 み 一

背景と，，果題
一

（兼会長溝演）」： Ill田 裕久会員 （物材機観），

「辰業 匪生 に 関す る こ れ まで の 収 り紐 み 」：吉岡邦雄氏

（元福島県農業総合セ ン ターノ1．産環 境 齣 ，「被災住 民 の

理解へ の 取 り組 み 」： 万福裕造会員 q司際農研 ），「放射

1ゾ「Cs を 吸着 して い る粘 L鉱物は 何 か
一

亀 ∫
一
顕微鏡 に よ

る 妹素
一

」： 小幕敏†S会員
・
向 月：広樹会員

・
覺聡 f：氏

（束大 「； 岬 ），「粘 1／鉱 物 へ の セ シ ウ ム 吸 脱 着機構解明
一

福島原発 事故を通 じて 新 しく分 か っ た こ とと今後 の 、i果

題 一
」： 矢板毅氏

・
丈↑
’
木f申一会員

・
小イ木徹氏

・
池 田 1降 「亅

氏 ・松村大樹氏 ・町 田 III1彦氏 ・奥村雅彦氏 （原 f・力機

構 ），「各柯粘 十 鉱 物 の Cs の 収着
・
脱離 挙動 」： 1典1　11

f田 午会止い 中 旧 弘」．〈郎氏 （［副 r研 ）・9．：J 木flPT　
・
会員 （原

∫
・
ノ丿機構），「放射性 Cs の 1：な粒度別分布傾向 と ノ♪級 に

よ る 減容化 へ の 取 り組 み 」：伊藤健
一

会 員 （宮 ll［1、亅ブO ，

「溶融技術 に よ る 上壌 ぶか らの Cs 分離」： 阿部清
一Jk

（元 国 疏環境研 　客 員研 究 重P ・川 本克 山氏 （岡 山 大 ）
・

f、持秀敏氏 ・大迫政清氏 ql｛位 環境 ｛口D．

　 シ ン ポ ジ ウ ム 終 r後，。士論 去場近 くの 福島 ビ ュ
ーホ テ

ル に移動 して 懇親会 が 聞催 さ れ ま した．参加者数 は llO

名 （内，学生17名〉で，Ir411侖会参加者の 約 6 割の 方々 に

懇親会に もご参加 い ただきました．懇親会は，元会長の

坂 本 尚史 会員 （f・菜科学 大 ） に よ る 乞杯 の ご挨拶 か ら始

ま りました．L，台 で の 　多方 ラ
ー

メ ン と揚げた て ノくぷ ら

も含め た料 理 と地 酒 を楽しみ な が ら，歓 談の 楽 しい ひ と

と きが持 た れました．似談の 合問に は，若予の 会代表の

鈴木康孝会員 （11ilJ大 ），次 Dlhl亅論 会 充IJ
二
委員 長 の 川 俣

純会員 （山冂 大） の ス ビー
チ に 統 き．今 回 の 討論会開催

に 際 して 協ノ丿して 慎い た 蛯 名武雄 ☆ 員 （産 総 研 ），丿こ飼

恵
一

会員 （産総畊 ）．　 こ好陽 r一会員 （月 総研 ），平林恵理

会員 （産 総 研） に一
11 川

「
fして い た だ き ま した．宴 た け な

わで ご ざい まし たが，八 田珠郎会員 （国際農研） の 中締

め で 閉会 し ま し た．

　 i、
’j』論 云 3 冂 目 は，9 時 30分か ら 2 会場 に て

一
般 4−lttiの

H 頭発表が 行わ れ，11］LJか らは 多 11的 ホー
ル に て 総会が

開 催 され ま した．総 会で は．伊膚鮭
一

会員 〔宮崎 大 ） を

，，bl〈一と して ．山田 裕久会長の 挨拶，報告事項，審議．ill項，

学 会賞等 の 表彰が 行わ れ、最 後 にll田一
幸新会長 の 挨 拶

に て 終 rい た しました．肇会賞等 の 受賞者 は 以 ドの 通 り

で す，
「
）
’
会賞 ： 南條 IK巳 会員，功顧賞 ： 烹 崎 白 ll匚巣株

式会社会員，奨励賞 ： 宮元辰義会員．技術賞 ： 伊藤佑輝

会員．太 「
え
洋 セ メ ン ト株式会社 会員 （本聞健

一
会‘｛）．

論 文賞 （粘 L科学 ）： 1「1林亮 会員 ・木乢 遂 也氏 ・塚 川

康元氏
・
佐藤努会 賃

・
大竹 丿 、氏 ・金 ∫勝比 ）

1iM ’・
米田哲

シ ン ポ ジ ウム 講演 （兼会長 講演） 懇親会乾杯の 挨 拶

シ ン ポ ジウム 講演

ノ
N

懇親会
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』
　〔2e15 〕 第581111粘 1科学卩・1論会 〔福 島 人 会） 轍 告 70

朗会員，11侖文賞 （Clay　Science）： 東 IL 治会員，学術振

興基 金賞 ； 佐藤成 丈会員 ・fJbtsg紗山未会員．

　午後 は 131貯か ら交流 広 場 で 39件 の ポ ス ター
発衣が行 わ

れ まし た．多数の 方 々 に ご 参加い ただ き，活発 な rl亅論が

行 わ れ ま した．ポ ス ター発 表の 後 ］4時30分 か ら 2 会場

に て
・
般講演 の 冂 頭 発表が 行 わ れ，後

’1
’・は 提案 型 セ ッ

シ ョ ン が 企 画 さ れ ま した．提 案型 セ ッ シ ョ ン の 題凵は，
A 会場

’
「粘 ヒ科学若手 の 会」 〔提案 ：鈴木康孝会員

・黒

旧 義 之 会員
・
旧中俊行会員

・｛虹陽 ∫
 
会員）．B 会場 ：

「地 質 フ ィ
ール トに お け る粘 Lと鉱 物」 （提案 ：宮脇律郎

会員） で した，提案型 セ ッ シ ョ ン で は 招待講演 とし て，

三好 陽 r一会員 （産 総 研 ），」トヒ紗綾 f二会員 （東大）．黒 111
義之会員 （東大），福原直基会員 （北 人），山 崎誠 f氏 （産

総 研 〉 に よ る 研 究 発 表 も行 わ れ．活発な 議諭が な さ れ ま

した．

　そ して 18時 よ り 多 凵的ホ
ール に て ，公 開 ll∫民 1冓座が 開

催 され ました．テ
ー

マ は 「粘 トとセ シ ウ ム 」．飯舘村村

長 の 菅野典雄氏 の 開会杉こ拶 に 始 ま り．6 作の 講演 が 行わ

れ，川 俣町｝11∫長代 理 の 伊藤午
［

II樹 副 II［n ミの 閉会挨 拶 で 締 め

られ ま した．・
般 市民 の 方も含め ，会場 に は 約80名0）方々

が 参加 され，熱心 に 講師の 方々 の 講演 を聴 か れ て い ま し

た．講演 K一と 、鵡寅題 H は 以 ドの と お りで す ，「取 り組 み

の 現 状 」 福島仲
・f｛β氏 （復興庁福島復 Pt｝rJ ），「粘 トへ

の 吸 着」： 横 由信 1午会員 （電 ［ll研 〉．1た め 池 」；鈴 木 IE哉

会員 O，K総 研 ），「パ ッ シ ブ 除染」： 佐藤努会員 （北 大），

勾．聖

’
．
＄l

！l

ポ ス ター発表

 

轡 蜘

　 t
騨

參
ザ

ポ ス ター発 表

総 会 公 開市民 講座

総会 （新会長挨拶） 公 開市 民講 座
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71 鈴木 正炭 ・
ノ∫福裕 L

・小 林略 司 粘 土 科 落

見学会 〔川俣町） 見学 会 （浪江 町請 戸 地 区）

見 学会 （浪 江 町 酒 田 地 区 ）

〆

見 学 会 （飯 舘村 ）

「焼 却 」：八 田 珠 郎 会 員 （国 際 農 研 ）．
一
今 後 に 向 け て 」；

山 田 裕久 会員 〔物材機構 ）．

　 討 論 会 4 日 目は，放 射性 物 質に 汚 染 さ れ た 地 域 お よ び

除染現 場等 の 見 学内 容 に て ，福島県浪江 町，川 俣 町．飯

舘村 を見学 し ま した．’1i
初定 員 を30名 と致 して お りまし

た が，そ の 後 もぢ加希望 が ご ざい ま した た め 定員を 増や

し，最 終的 に37名 の 方 々 に ご 参加い た だ きま し た．見学

場所お よ び 除 未の 状 況 等 に つ い て は，万 福 裕 造 副 尤 行 委

員 に よ り案内 され ました ，福島駅 西ロ バ ス タ
ー

ミナ ル を

8 時 過 ぎ に 出 発 後．9 時 30分 頃 に 川 俣 町 に 到 着 し除 染 現

場 を見学 し ま した．次 に 浪江町に 移動 し 酒 田地区に て お

米 を栽 培 して い る営 農 試験 現 場 を za　
’
｝：した 後，浪 江 町 役

場 に 立 ち寄 りu” Jl地区の 津波被害現場 を 見 ま し た．南相

馬 の 道 の 駅 に て 昼 食 を と っ た 後，飯 錐村 役 場 に t：ち寄 り

飯舘村陽染現場 お よ び 芽 生 産 ハ ウ ス を 車内か ら児 ま し

た．15時 頃 福 島 駅 西 ロバ ス タ
ー

ミ ナ ル に て 解散 と な りま

した．

　 日 本粘 土 学 会 と 致 し ま して は ，9｛IIイ
’
大辰災に 伴う原

発 事故直後か ら 「粘 ヒ鉱物手の 無機材i
’，1・を利 川 した 放射

能汚 染 の 修復」 （粘土 科学第50巻第 2 レナ掲載 （2011）） な

ど，除 染 を含 め 放 射能汚 染の 問 題 に 取 り組 ん で 参 りま し

た，こ れ まで の 研 究 成 果 も含め 放 射 能 汚 染 の 問 遡 を 再 度

考える に あ た っ て ，福島に て 粘 L科
’
予：討論会 を 開催す る

運 び とな りま した が，企 業 向 け セ ミナ t シ ン ポ ジ ウ ム ，

公開 li∫民 1VYXI4を 通 じ て 討論 を行 うこ とが で き ま した．

　 n
’J　、、al会 の 囲 催 に あ た りま し て は，冂本 粘 ヒ学 会 の 会

長 ・副会長 ・常務委員長，そ し て 常務委員会委貝 ・評nfk

員 会 委 員 の ノ∫々 ，さ らに t，’J　，m 会 の 羣備 お よび 開 催 に あ た

り事務局の ヒ信山 裕 f氏 に は 大 変お 1賑舌に な り，あ りが

と う ご ざ い ま した．ま た 今 回 の 。↓論 会に て，座 k ・コ メ

ン テ
ー

タ
ー・ベ ル 係 を お 引 き受け くだ さい ま した会員の

方 々 に も，心 よ り御礼中 し トげ ます．人 手が 足 りませ ん

で した た め，ポ ス タ
ー会 場の 設営 を して くだ さっ た 若乎

の 会の 会 員 の 方々 や．受付を手仏 っ て くだ さ っ た 有志 の

方 々 に も．心 よ り御 礼 巾 し Eげ ます／．／そ して こ の 度 の 福

島で の 討論会開 催 に あた り，多くの 関係 企 業 の 干
匕

様方か

ら ご援助を頂きま した こ とに，こ の 場をお 借 りして 厚 く

御礼 申 し ヒげ ます．最後 に な り ま した が，ご 多忙 ll1 ．福

島大会 に ご 参加い ただきました 皆様 に 感謝 い た して お り

ます．あ りが と う ご ざい ま した，

N 工工
一Electronlc 　 L − brary 　
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